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　　　　　　　　　粟野地区交流館発行　№99　粟野地区交流館たより　5月号

＊令和5年度粟野地区自治会代議員（役員）をお伝え致します。（令和5年度・4月現在）

　粟野地区交流館　　電話573-2261

　（粟野地区自治会長　）　　（自治会副会長）　　　　（自治会副会長）　　　　（自治会副会長）

　　　　　三品　博美　　　　　　　池田　浩一　　　　　　　　遠藤　彰　　　　　　　　　　菊池　信隆

　　　　個人情報です。目的外使用禁止。　　　　　　　　　　　　　　　　　　



5月、粟野生け花クラブの作品

*粟野広場　向川原大字会より　（4/28）

　粟野西長生会（佐藤明夫

会長）から向川原大字会へ

椅子の贈呈がありました。 の

　大槻峰夫会計も同席し、

菊池信隆大字会長、菅野孝市

副会長が出席されました。

*粟野広場　柳田下町内会より　（4/29）

佐藤妙子さん叙勲受賞の祝賀会を行ないました。

行いました。

粟野地区の福祉向上に役立たせて頂きます。

【お　知　ら　せ】

　　　　  　　　　3/14　（故）今村　茂　　 様　　（喪主）次男　大橋　文男 様　　　粟野字中通39　　　　満94歳

　　　　  　　　　3/25 　(故)高橋ツナ子  様　　（喪主）長男　高橋　淳　　様　　　粟野字水除10-1　　 満90歳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　安藤　謙之介くん　　　　       　　　　  齋藤　慧くん　　　　　       渡邊　茜さん

　　　　宗川　詩さん　　　　　　　佐藤　幸柊さん　　　　　　　        八巻　燈凜くん　　　　　      　　大橋　弥翔くん

議事内容も全て承認され、今年度は各事業の開催

が決定承認されました。

*粟野小、入学式。新1年生、そしてお父さん・お母さん、ご家族の皆様おめでとうございます！　（4/6）

*粟野地区体育協会体育委員および理事の総会（4/28）

61名にご参加を頂き、今年度総会が行われました。

 

*粟野広場　二野袋会より　（4/23）

庭渡町内会では、町内2ヶ所を全員で側溝、泥上げ作業を

*粟野地区社会福祉協議会より、ご遺志ご寄付を頂き感謝申し上げます。ご冥福をお祈りするとともに、

　　　令和5年　3/10　（故）山田　栄治　様　　(喪主)長男　山田　貴裕　様　　　柳田字町頭61-1　　 満75歳

　　　　  　　　　3/11　（故）菊池　義晴　様　　（喪主）長男　菊池　明　　様　　　二野袋字細尾内18　満88歳



令和5年6月22日

　　　　　　  　 　事務局長　八巻　輝雄

　　　　　　　　　　　　　　　による水揚げ、稲の脱穀、乳牛のミルクの冷凍保存など、いち早く電気を

　平成27年2月23日地域自治組織認定通知書を受け、正式に粟野地区自治会は認定されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交流館たより第1号発行当時　　（２０１５年・４月）

併せて、「粟野地区交流館たより」

　字数の関係上途中であるが、

微量柄貢献させて頂き住民650世帯

これは、伊達市23自治会の中で、3番か4番目であったと記憶しています。この年4月から「交流館

と感謝申し上げます。交流館立ち上げにより、粟野地区は活性化がなされたと自負しております。

　　　　　　　　　　　　　　　・私の愛する旧粟野村の変遷を調べると素晴らし事が沢山ある。戦後の

ある「電車」の通過地点に協力、先人が粟野地区の将来の構想に対する想いを実行して来た事に

ます。　

（私の卒業時）に86.5％、昭和53年には100％となり粟野中学校開校から実に32年掛かり日本全国に

2,000人の住民の方には、感謝と

進学を調べると、生徒数60人からの１人の進学で進学率が50％を超えたのは昭和30年頃、昭和41年

優秀な人材を送り出し貢献したと思う。

平成20年から10年間粟野自治会に

　　　　　　　　　　　　　　　昭和21年から農業の近代化を図るため電気を利用して水田の揚水ポンプ

賜り、心から感謝申し上げます。この100号の大きな節目に、頂戴したお話をご紹介致します。

「交流館発足の思い出」　第2代自治会長　橘　邦夫氏　

無償払い下げの机・応接セット・本棚等を関係者で運び出したりと、現在の交流館の備品にも当時

の思い出が詰まっております。

　　　　　　　　　　　　　　利用出来る施設とし、コミュニテイ活動・生涯学習活動等の拠点にする。と

敬服する。その後、農地を効率よく利用するため畑を広く、道路を直線化した「耕地整備事業」を

導入し、基盤を作り、現在の農業販売額は10億円を超す全国的にも有数の地域と成った。

　更に、教育にも力を注ぎ尋常高等小学校から現在の小学校・中学校の基盤を作り、高等学校への

進学率の向上にさせた。粟野地区の昭和22年の中学校生徒数は20人で、当時は戦後間もない時期

で中学校に勉強を求める環境になかったと察する。その後、昭和22年から中学校より高等学校への
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たより」を発行、そして今回第100号を迎えたことは、地区民の皆様の応援と事務局の努力の賜だ

「たより100号記念に際し、わが愛する旧粟野村の変遷を思う」　第4代自治会長　草野　等氏

組織連合、伊達市役所との説明会・打合せを密に行いました。宮城県耕野地区自治会や他地域

視察など多方面で研鑽を重ねた事が思い出されます。交流館職員採用には、多数の応募があり、

　　　　　　　　　　　　　　　利用したいわゆる「農村電化村」の導入である。この事業は全国的にも稀

書類・面接の上、現在の2名を採用致しました。又、平成27年3月梁川中学校の新築移転時期には、

　　　　　　　　　粟野地区交流館発行　№100　粟野地区交流館たより　6月号

＊おかげさまで、この6月に交流館たより100号発行を達成出来ました！多くの皆様にご協力を

第100号発行の御祝いを申し上げ　　　　　　　　　

　粟野地区交流館　　電話573-2261

　　　　　　　　　　　　　　　で映画にまで成った。また、行政を司る福島市にある県庁との交通手段で

　　　　　　　　　　　　　　いう大きな課題を投げかけられました。以来、粟野地区自治会でも、本気で

　　　　　　　　　　　　　　立ち上げに向け取り組み、三役打合せを頻繫に重ね地区役員、梁川町自治

　　　　　　　　　　　　　　・平成26年の春、伊達市より交流館設置の条例を定めたい趣旨の話で、

　　　　　　　　　　　　　　その目的は交流館を設置し職員を常駐の上、地域住民の皆さんが自由に



＊粟野地区防災会、出前講座を開催　（6/6）

6月6日、中山高彰防災会長の挨拶の

後、国土交通省職員から阿武隈川の

洪水の歴史と水害の備えに関する

講演がありました。

しました。

＊粟野地区球技大会　（6/11）

　ソフトボールは雨で中止となりましたが、

バレーボールは、新田・沼端と戦って、

東粟野・北粟野チームが優勝しました。

＊自治会・元気づくり会

どなたでも参加出来ますので、皆で楽しみましょう～。

【お　知　ら　せ】

　その姿に、こちらもパワーを頂きました。皆さんの成長を

心から願っています！　「また、来て下さいね！」

実施されました。

石巻市へ～。

　当時の生々しい様子を

◎対象者は、

　・昭和23年4月2日～昭和24年4月1日までの間

　　に生まれた方（満75歳）

　・また、昭和23年以前に生まれた方で、今までに

　　敬老会のご案内やお祝い品が届いていない方

　　（満75歳以上の方）

語り部さんからお聞きし、

　　　　・当時、多くの市民が避難した日和山公園で。前列向かって一番右は、82歳の語り部さん。

　今年2月から開催中です。楽しくて笑顔が絶えません！

＊粟小2年生、交流館見学　（6/7）

に来てくれました。色々考えて質問する児童、写真を撮る

児童、大研修室で思わず走り回る活発な児童等々。

　「こんにちは！」元気いっぱいな粟小2年生が交流館見学

行われました。

 地元の須田トキさん、

大友研子さん、池田

秀子さん、桃井文市さん

の演奏、素敵でした！

＊生涯学習会・ふれあい学級 (6/20)

　粟野オカリーナ会による「オカリナ＆歌声コンサート」が

　平成26年4月に公民館から交流館に名称変更され、翌27年4月から運営が地域自治組織に委託

されました。先代自治会長さん方々の努力により現在の交流館が運営されておりますと同時に、

改めて被害の大きさを実感

　6月、粟野生け花クラブの作品

　会員20名が参加され、東日本

大震災で大きな被害を受けた

　三年振りの移動学習会が

＊生涯学習会・ことぶき学級、移動学習　（6/8）

お手数ですが、交流館にご連絡をお願い致します。

＊自治会女性部(今村悦子女性部長)より

　敬老者名簿の作成にご協力のお願いです！　　　　　　　　　　　　

地域情報誌として交流館たよりも発行され、今月100号に至ります事、これも情報提供された地域

の方々と交流館事務局の努力が継続されているものと感謝申し上げ、今後も地域活性の一翼をと、願っております。

＊交流館たより100号に際して、三品博美粟野地区自治長より










